５　第１箱式棺（主体２号）
第１箱式棺　　　　　　この箱式棺は後円部の中央近くにあり、竪穴式石室と並行して４メートルばかり北にある。石

　　　　　　　　　　室や蓋石は他の箱式棺と同じ安山岩系のヘギ石（板石）でくみたてられている長四角形の棺である。長さ３.１５メートル、巾は東端で４５センチ、西端は３５センチで、東を頭にしたとすれば足の方がせまくなっているので、これも伯耆の箱式石棺の形で深さ３３センチある。

石棺の規模　　　　　　棺は３室に仕切られていて、中央の室は大きく、両端の室は小さい（斉藤忠博士著「日本の古墳」カラー写真参照）ので、この両端の室には何か副葬品をおいたと思える。西に向って右の側壁は、厚さ５センチ、長さ２.４メートルの板石に、７５センチのものを継ぎ足している。左の側壁は２メートルの板石を中にして、両端に７５センチほどのものをそれぞれ外側につぎ足している。しきりの石は第３のしきりが２枚ならべてあるだけで、あとは皆１枚である。

　　　　　　　　　　　棺の底には中央の室だけは板石を２枚重ねて敷いているが、前後の２室は１枚である。底石の下には荒い川砂を敷き、更にその下には、扁平石をならべたようにヘギ石が敷かれている。川砂

酸化鉄で塗られた　　は茶褐色にそまったもので、鉄砂を含む川から採って運ばれたものらしい。棺内は酸化鉄ですっ

石棺内部　　　　　　かり赤くぬられている。このことも伯耆の箱式石棺のほとんどの特色である。
蓋石のおきかた　　　　蓋石は１０枚の板石がかぶせてあり、棺は現在の表土から７５センチのところにあって、隣の石室より浅く埋められている。棺の両側と東側にはヘギ石を割ったものが小口積みにつまれていて、竪穴式石室のように箱式棺をかこんで石室をつくっていたと考えられる。棺の南の外側に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なかご),茎)
石棺の内にあった　　を東にし刃を南にして板石を敷いて直刀が置かれていた。棺内の中央の室には東端に板石の枕が
もの　　　　　　　　してあり、石枕の左に鏡、右に勾玉菅玉をおいていた。遺骨は大腿骨などがのこり、歯が１６個残っていた。
１番大きい石棺　　　　棺は中央の室は１.９７メートルであるが、前後の２室を加えると３.１メートルとなり、今までに知られている伯耆の箱式棺の中では最も大きい。またヒスイの勾玉が箱式棺の中にあったことも珍らしい例である。
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